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（月）事務局と講習会受講会員が精華町生

ごみ減量・堆肥化推進協議会主催の岡山

県倉敷市船穂町堆肥センターの研修に参

加しました。　　　同堆肥センターでは、町

内の生ごみの処理を行ない、その処理過程

でＥＭボカシ等を混合し発酵を促進させ、

最終工程で出てくる製品をリサイクル商品

「テクノペレット（有機堆肥）」として販売して

いるそうです。　　施設内では、倉敷市シル

バー人材センター会員（合併前は船穂町）

が、各自の持ち場で連携をして作業を行っ

ていて、ここでもシルバー会員が活躍して

いました。施設内で順調に作業を行ってい

る反面、生ごみの中にスプーン等の有機物

以外のものが混在して困ったり、生ごみを

出す側の住民の協力を得るまでの苦労話

等も聞きました。

視点で堆肥講習会において堆肥化事業研修を行って

いることから、今年度発足予定の「精華町環境ネット

ワーク会議」の準備会に協力団体として参加していま

す。

　今回その準備会が、10月25日から27日の3日間滋賀

県長浜市長浜ドームで行われる産官学連携のビジネ

スメッセ（環境見本市）で活動内容を展示するというこ

とで、センターからも堆肥化事業研修の活動内容のパ

ネル展示と10月26日（木）のメッセ見学会に参加しまし

た。　　メッセは今年で第９回を迎え、会場では260の

企業・団体の出展と代表企業によるプレゼンテーショ

ンが行われており、様々な企業団体が現時点における

最新の環境対応技術とそれへの取組みを発表してい

ました。  　数多くの企業団体が出展していることもあ

り、１日で全てを見て回ることはできませんでしたが、

堆肥化の参考になる情報があったり、清掃業務で転用

可能な掃除機の情報等思わぬ収穫もありました。

　センターでは、剪定や

草刈で発生する枝葉草

を堆肥化して再利用す

るという環境重視の

　センターで

の堆肥講習

会の延長とし

て、9月25日

倉敷市船穂町堆肥センター研修 びわ湖環境ビジネスメッセ参加

 事務局だより

　　　　平成18年度分

                 会費納入のお願い

会費は、当センターの事業運営に
欠かせない貴重な財源の一部となり
ます。 また、会費納入をもって
正会員となりますので、未納となっ
ている方はできるだけ早く納入して
いただきますようお願いいたしま
す。

会費は、年間分１２００円です。

　　　　平成１９年１月～３月分

  ＳＰ講習会開催予定について

　本年度未開催の清掃講習会、

料理講習会「男の料理教室」、

初級福祉・家事支援講習会、接

遇講習会、交通安全講習会につ

いては、開催内容が決定次第、

別途ご連絡致します。

　平成18年度

配分金支払日一覧表

1月25日（木）

2月23日（金）

3月23日（金）


